
 

令和５年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立大砂土中学校 ）     学校番号 ２２９                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 「真の学び舎としての学校」「元気な学校」「明るい学校」「活力あふれる学校」        

          

重 点 目 標 

１ 真の学力の向上をめざし、主体的・対話的で深い学びを可能にする学習指導の充実 
２ 心身ともに元気で豊かな生徒を育成する生徒支援の充実 
３ 「地域とともにある学校づくり」をめざしたコミュニティ・スクールの推進 
４ 教職員一人ひとりのよさや個性を活かした学校づくりの推進 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和５年２月８日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

[現状] 

〇学校評価アンケートにおける調査結果では、 

「積極的な授業参加」に対する生徒の肯定的な

回答が９割を超えることができた。さらに、

「分かる授業の実施」については保護者の肯定

的回答が昨年度と比べ 6Pt 増の 68％となり、授

業に対する生徒の積極性や保護者の満足度を高

めることができた。 

〇全国学力・学習状況調査や市の学習状況調査で 

は、国語、数学ともに概ね良好な結果である。 

[課題] 

〇家で自ら計画を立てて勉強することが苦手生徒

の割合は依然低い。学校で学んだことをどう家

庭学習に生かすかが課題である。 

・学びの自律化

に向けた情報

端末の活用、

授業改善 

 

 

 

 

①全国学力・学習状況調査について、生

徒が自己採点を行い、自らの学習状

況を把握できるようにする。 

②スタディサプリなど端末を利用した教

材を積極的に活用し、目標をもって

学習できるようにする。 

①生徒が自己採点の結果をもとに、自ら

の学習状況をつかみ、目標を立て、達

成に向けて行動できるようになった

か。 

②学校評価に係る生徒アンケート、保護

者アンケートにおいて「授業に積極的

に参加している」項目の肯定的な回答

の割合が９０％以上になったか。 

・生徒が自己採点の結果をもとに、自らの課

題点について把握し、授業等に生かすことが

できた。 

・学校評価に係る生徒アンケートは９１％、

保護者アンケートにおいては８５％の肯定的

な回答であった。 

A 

・自己採点を行うことで、自身の課題

を把握し、普段の授業や家庭学習等に

取り込む工夫が必要で、タブレットの

有効活用を促進する。 

・スタディサプリ等の端末の利用につ

いて、教科の特性を生かした活用をさ

らに工夫改善する。 

 

・授業指導の充実が見られる。 

・学習指導が充実している。 

・生徒が明るく、元気に授業に

臨んでいることは大変良いこ

とである。 

・自己評価の達成度をつけるに

おいて、教職員のモチベーシ

ョンにも関わることでもある

ので、もう少し評価を上げて

もよいと思う。 

・土曜チャレンジスクールにお

いても自学自習「自ら考え学

ぶ」ことについて貢献してい

きたい。 

・大砂土中アク

ティブ・ラー

ニ ン グ モ デ

ル」の授業実

践 

・STEAMS 教育の

推進 

 

 

①アクティブ・ラーニング型授業の実践

により、主体的に学びに向かう力を身

につける。 

②STEAMS 教育を総合的な学習の時間に

位置づけ、プログラミグ教育（マイン

クラフト）と課題解決型の取組を行

い、教科等横断的の探求的な取組を実

施する。 

②学校評価に係る生徒アンケート、保護

者アンケートにおいて「わかる授業」

項目の肯定的な回答の割合が９０％以

上になったか。 ・「わかる授業」項目の肯定的な回答

は、生徒が８１％、保護者が７２％であ

った。 
B 

・３年間市の委嘱を受け研究して

きた成果を活かし、大砂土中アク

ティブラーニングモデルの更なる

有効活用を工夫改善する。 
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[現状] 

〇生徒支援部・教育相談部を中心に、積極的な生 

徒支援に力を入れた。生徒主体による「学校生

活のルール見直しプロジェクト」や「タブレッ

トパソコンのルール見直しプロジェクト」に取

り組んだ結果、「決まりやマナーを守る」の項

目では生徒の肯定的な回答や保護者の肯定的な

回答が高い評価を得た。 

〇「安全で安心な学校生活」については 96％の生

徒と 94％の保護者から肯定的な回答を得てい

る。「安全・安心への配慮」についても 95％の

生徒から肯定的な回答を得たことから、おおむ

ね良好と考えている。 

[課題] 

〇今後も「心と生活のアンケート」等で生徒一人

ひとりの状況を的確に把握し、迅速かつ適切に

組織的に支援・相談してく必要がある。 

 

・生徒一人ひと

りに対するき

め細やかな生

徒支援・教育

相談体制の確

立 

 

 

 

 

①生徒指導や教育相談に係る情報をデー

タ化し、蓄積した情報を生徒の状況

に応じてきめ細やかに把握、分析

し、迅速かつ適切に組織的に支援等

を行う。 

②情報端末を活用して生徒アンケートや

面談の記録を蓄積し、生徒一人ひと

りの状況を把握する 

①学校評価に係る教員アンケートにおい

て、関連する項目の肯定的な回答の割

合が９０％以上になったか。 

②学校評価に係る生徒アンケート、保護

者アンケートにおいて関連する項目の

肯定的な回答の割合が９０％以上にな

ったか。 

・教員アンケートの関連する項目におい

て、肯定的な回答が９２％であった。 

 

・生徒アンケートの回答は９２％、保護

者の回答は７５％であった。 

 

 

A 

・生徒一人ひとりに対するきめ細

やかな生徒支援・教育相談体制

が年間通じて、迅速に着手し、

丁寧かつ、温かい対応を組織的

に行える環境を整備する。 

 

・生徒のケガの発生につい

て昨年度より減少させる

ことができたことは大変

良いことである。 

・教室内の環境が整理整頓

されており大変良い。 

・自習室登校や、関係期間

との連携等を工夫して支

援のない生徒がいない状

況は大変良いことであ

る。 

・安全な生活の

実現に向けた

意識の向上 

 

 

 

 

①情報端末等を活用して、校内における

ケガの発生場所、件数、原因等を分

析した「ケガマップ」を作成し、教

員、生徒が共有できるようにする。 

②防災に対する意識を高め、ケースに応

じた避難訓練や避難所運営訓練の参

加を積極的に呼びかける。また、地

域の避難所運営訓練にも参加する。 

①学校評価に係る生徒アンケートにおい

て「安全で安心な学校生活」、「安

全・安心への配慮」の肯定的な回答の

割合を９０％以上になったか。 

②生徒のケガの発生件数が昨年度より減

少することができたか。 

・「安全で安心な学校生活」「安全・安

心への配慮」の肯定的な回答について、

９７％であった。 

 

・生徒のケガの発生について、昨年度よ

り減少することができた。 

 

A 

・安全な生活を行うために、生徒

一人ひとりが課題意識をもつこ

とができるように、委員会活動

等と連携して整備する。 

・災害時、中学生が地域の力にな

ることを意識した訓練を行う。 
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[現状] 

〇学校運営協議会で、「自ら学び続ける生徒の育

成」を目指す生徒の姿について「道徳教育」を

テーマに熟議を重ね、自ら課題を見出し、協働

して解決していく生徒を地域全体で育てていく

ことを共有した。 

[課題] 

〇学校運営協議会及び地域との交流（開かれた学 

校）をどのように実施、運営していくかであ

る。 

〇地域の方々と、生徒に育てたい力についてさら 

に熟議し、その実現に向けた方策を定め、継続 

的な行動に向けた取組をする。 

・積極的な学校

公開 

 

 

 

 

 

①本校 HP 内に、学校運営協議会に関す

るページを作成し、目指す生徒の姿当

を広く、家庭、地域と共有できるよう

にする。 

②土曜日開催の授業や行事について、広

く保護者や地域の方に公開する。 

①学校評価に係る教員アンケートにおい

て「全ては子どもの未来のために」を

合言葉とした保護者・地域との連携強

化に努めたかの肯定的な回答の割合を

８０％以上になったか。 

 

・「全ては子どもの未来のために」に関

連する教員アンケートの回答は、８

５％であった。 
A 

・新型コロナウイルスの５類への

移行を受け、地域や保護者への

情報発信を HP 等で行い、積極的

に学校公開を行う。 

 

・震災などの時は、地域の中・

高生が貴重な戦力である。し

たがって避難所運営訓練には

中学生を参加させた計画を立

てて欲しい。 

・自治会として、地位との関係

を深めていきたい。 

・体験学習の機会を活用して、

地域との関係を深められれば

良いと思う。 

 

・地域との協働

による防災活

動の充実 

 

 

 

①見沼区の避難所運営訓練にボランティ

ア生徒の募集をかけ、体験をさせると

ともに地域の一員として自助、共助等

の防災意識を高める 

①学校評価に係る生徒アンケート、保護

者アンケートにおいて「地域の活動に

関心」の肯定的な回答の割合を５０％

以上になったか。 

 

・「地域の活動に関心」の肯定的回答が

３９％、保護者が３７％であった。 B ・地域の防災訓練へのボランティ

ア参加を来年度も継続する。 

4 

[現状] 

〇新たな学びのスタイルの中心となる、情報端末

をはじめとしたＩＣＴの活用方法について、昨

年度からエヴァンジェリストが中心となり研修

を重ねてきた。 

〇多くの職員が Forms を活用したアンケートを実

施したり、Mentimeter で生徒の意見を集約でき

たり教員のスキルが向上できた。 

[課題] 

〇ＩＣＴの活用方法や活用技術に差が見られる。

誰もが学び続けることができる環境づくりが求

められる。  

 

・情報端末機器

に関する研修

会の充実（大

砂土 CAFÉ DE 

GIGA） 

 

 

 

 

 

 

①学期に 1 回以上、ＩＣＴの活用方法に

ついての研修「CAFÉ DE GIGA」を実施

し、教員のスキルアップを行う。 

②教員一人ひとりが校内研修の際に毎

回、ポートフォリオを作成し、目標、

振り返りに活用する。 

③週の授業のコマに研究推進委員会を設

け、教員の資質向上及び次年度の研究

発表に向けた取組を行う。 

①学校評価に係る教員アンケートにおい

て、関連する項目の肯定的な回答の割

合が９０％以上になったか。 

②全ての教員が、自らの目標に向けて授

業改善に取り組み、目標を達成するこ

とができたか。 

③教科・領域・生徒支援において、資質

向上することができたか。また、各部

の研究テーマに沿った実践ができてい

たか。 

・ICTの活用に関する項目が、９１％で

あった。 

・全ての教員が、自らの目標に向けて授業改

善に取り組み、目標を達成することができ

た。 

・研究発表会における各部で資質向上に

役立てることができた。 A 

・ICT の活用について、教員の研

修を定期的に行うだけでなく、

随時相互の授業を見合い、より

効果的な活用について、研修す

る。 

  

・新型コロナウイルスが５類に

移行し、再開した取組、コロ

ナ禍を経てリニューアルして

おこうようになった取組、な

くした取組と教育活動がよく

考えられている。 

・新しい授業スタイル（例えば

ICT の活用等）を行うことは

良いことである。一方で教職

員の負担が大きいと感じた。 



 


